
令和７年１２月２２日（月）発行
学校便り第１６号
南城市立玉城中学校
文責 校長

学校教育目標：「自ら学び自ら考え」「心豊かに実践する」「たくましい生徒」の育成

１２月１０日に生徒会役員選挙が体育館で行われました。投票に先立って
立候補者の選挙演説と推薦人演説が行われました。どの候補者も「玉中を良
くしたい」というやる気を感じる演説でした。演説の後、選挙管理委員の立
ち会いの下、投票が行われました。選挙の結果は下記のとおりです。来年１

月には現生徒会役員と新生徒会役員との引継ぎ式も予定されています。新生徒会役員の皆さん、玉城中学
校の新しいリーダーとして頑張ってください。みんなで玉城中学校の良い校風をつくっていきましょう。

選 挙 結 果
会 長：中本 敦貴
副会長：安谷屋 陽菜
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書 記：國吉 聖

當山 琉仁

立ち会い演説会 投票用紙をもらって 候補者の名前を書いて 投票しました

１２月３日に小学校教諭の宮城里沙さ
んを講師に迎え、性教育の講演会を行い
ました。この講演会は１２月の世界エイ
ズデーに関連した取り組みで、今年度は、

性的マイノリティーについての講演を実施しました。講師の自らの幼少期か
ら現在までの体験を通したお話しに生徒は集中して聴き入っていました。生
徒からは「自分の周りにも自分の性について悩んでいる人がいるかもしれな
いから、言葉には気をつけたい」「性別は他人が決めつけてはいけない」な
どの感想が寄せられ、性について深く考えさせられた事と思います。講師へ
のお礼の言葉を述べた２年生の知念さんは、あいさつの中で、自分にできることは「悩みを抱える人の話
を聞いてあげること」、そして「その人の心に寄り添える人になりたい」と語っていました。多様性の尊
重や個々の生き方、言葉の持つ影響力や思いやり等、様々な学びを得る機会となりました。

１２月１６日、
１７日、１８日の
３日間にわたって

２年生を対象に音楽鑑賞会を実施しました。これ
は、南城市文化センターの芸術家派遣事業の一環
として行われたものです。今回の事業では、大藪
祐歌さん（ピアノ）、松山裕香子さん（ヴァイオ
リン）、上原玲未さん（チェロ）の３名の音楽家の皆さんが来校して演奏を披露しました。演奏の迫力を
間近で体感することができ、生徒達は音楽の持つ力の素晴らしさに大きな感動を得たようです。

玉城中学校１８期生の皆様から本校に
１３万５千円のご寄付をいただきました。
１１月２６日に中本進さん、安次富正子

さん、大城健造さん、富山隆子さんの５名が１８期生の代表として本校を訪れ、
１８期生同期会の余剰金を寄付していただきました。５名の皆様から本校への想
いを聞き、卒業生の皆様の母校への愛と地域の子ども達を想う心を感じました。
校長として本校の教育への責任を改めて強く感じています。いただいた寄付金は
本校の教育活動に有効活用したいと思います。ありがとうございました。

１年間の生徒の活動の報告
と、感謝の意を込めて１２月
１５日に南城市教育委員会へ
の表敬訪問を行いました。

表敬訪問の内容は以下の通りです。

地区駅伝競走大会 男子 優勝（１７年ぶり）
地区夏季軟式野球大会 優勝（１８年ぶり）
地区夏季ソフトテニス大会 男子団体 優勝（４連覇）

男子個人 優勝
知花杯県ソフトテニス大会 男子個人 優勝
當山杯県ソフトテニス大会 男子団体 優勝 （九州派遣）
名嘉杯県ソフトテニス大会 男子個人 ベスト４（九州派遣）

ベスト８（九州派遣） 生徒達は優勝旗を手に晴れがましい表
女子個人 ベスト８（九州派遣）情で南城市役所を訪問しました。教育長

地区新人ソフトテニス大会 男子団体 優勝 から激励の言葉をいただいた生徒達は、
女子個人 優勝 これからも学校生活を頑張ること、支え

てくれる人達への感謝等、それぞれの想
いを新たにしたようです。今後も子どもたちの良さを伸ばす、楽しい学校づくりを推進していきます。
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もうすぐ２学期が終わります。早いもので今
年もあとわずかとなりました。保護者及び地域
の皆様の日頃からの本校教育活動へのご協力に
感謝いたします。お陰様で子どもたちは多くの

大人達に見守られながら、すくすくと成長しています。冬休み中は、子どもたちが事件や事故に巻き込ま
れないよう、保護者、地域の皆様のご協力をお願いします。また、休み中は子どもの生活リズムが乱れが
ちになります。生活リズムを整え、３学期の学校生活に備えるためにも、早寝・早起き、家族の会話、家
庭での学習、家庭でのルールづくり（帰宅時間やスマホの使用等）等について、ご家庭での取組みをお願
いいたします。以下に沖縄県教育委員会が作成した「家庭学習の手引き」より内容の一部を掲載します。

沖縄県教育委員会作成「家庭学習の手引き」より
保護者の皆様へ ～「確かな学力」の土台は、基本的な生活習慣の確立としつけ～
教育の原点は「家庭」にあります。子どもの教育は家庭から始まり、子どもたちは、家族との温かい

関わりや体験を通して多くのことを学び、たくましく成長します。ところが最近、～中略～ 子どもた
ちの様々な課題が指摘され、家庭の学習面でも「学ぶ習慣は身についているのか？」「学習時間は確保
できているのか？」などと、問われています。私たちは、今こそ学校と家庭が一致協力して、子どもた
ちに健康な心身と道徳性を育て、「確かな学力」を身に付けさせなければならないと考えます。
～前略～家庭学習の習慣化を図るには、「早寝早起きをする」「挨拶をする」「家事を分担する」など

の基本的な生活習慣の確立としつけが大切であり、まず家庭で取り組まなければならないと考えていま
す。私たちは、家庭における基本的な生活習慣の確立としつけを土台に、豊かな自然体験や社会体験を
通して、子どもたちに、学ぶことの意味や楽しさ、人と関わることの素晴らしさに気づかせ、自分に自
信と誇りをもってほしいと願っております。

「主体的に学習に取り組む生徒を目指して」と題して、本校作成の資料を学校ＬＩＮＥで１０月に配信
しました。生徒の現状や家庭へのお願い等について記載してありますので、ご確認お願いします。また、
本校では市から提供されている１人１台端末を活用して取り組める学習用教材（講義動画や確認テスト）
を導入しています。ご家庭でも使用できますので、家庭学習にぜひご活用下さい。学習用教材の内容を以
下に掲載します。本校ホームページにも「家庭学習支援サービスのご案内」として、教材に関する資料や
紹介動画を掲載していますのでご確認ください。子どもの「確かな学力」の定着に向けて、家庭学習の時
間の設定など、家庭での約束やルールづくりの取組みのご協力をお願いします。学校と家庭で協力して子
どもたちの幸せな未来を築いていきましょう。

以下に本校が導入している、学習用教材の内容を紹介します。ご家庭での積極的な活用をお願いします。
１人１台端末（タブレット端末）を活用した学習用教材の内容


